
  　 　 　 　 　 　 　 　       

健康福祉部

健康増進課

1　事業の概要

①　成果目標（H25)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　　　　　　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

予
算
額

前年度繰越

871 757 743

873 758 746 1,486

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施
今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

　医学の進歩、各種計画や指針の改定など、地域保健をとりまく状況は絶えず変化しているため、関係者が新しい情報や地域の課題を共
有し、地域保健活動に取り組めるよう、県及び地域単位での研修会を開催し、関係者の資質の向上を図っていきたい。

目標に対
する成果
の状況

地域保健関係職員研修会は目標を上回る開催ができた。また、研究討論会も目標どおり開催し、演題数も目標を上回り、地域保健関係
職員の資質向上につながった。

 概算事業費（B（A）+C） 18,260 17,412 17,278 18,002

16,516 16,516

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　　分（単位：千円） 23年度 24年度

Aの
財源

1,515 1,489

概　算
人件費

2.00 2.00 2.00 2.00

16,516

1,744 896 762

16,516

３．中央研修会等派遣 直接

1,515 1,489 1,486

合計（A) 1,744 1,486
72回/年

25年度 26年度

当初予算 1,744

補正予算

２．健康づくり研究討論会 直接

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H25事業実績
H25 H26

（当初） （決算） （当初）

１．地域保健関係職員研修会 直接
市町村管理栄養士研修会 72回 、新任行政栄養士研
修会 1回、行政栄養士研修会 1回

922 552 921

1回開催　発表演題　22題 138

目指す姿

現状

県関与の必要性あり

県民との協働による実施： 困難

【左記の説明、根拠法令等】

健康増進法第３条、第19条の３
健康増進計画「健康日本21(第２次)」
県健康増進計画

課・室

総合５か年
計画

プロジェクト  E-mail kenko-zoshin@nagano.lg.jp

施策の総合的展開
６－１　健康で長生きできる地域づくり

1,486

健康増進法に基づき、県民の健康づくりを推進するため、管理栄養士、保健師等の保健専門職員を対象に研修会を開催し、時代に応じ
た専門的地域保健行政の展開ができるよう資質の向上を図る。
　また、県民の健康づくりに関する取組の成果を発表、討議する場を設け、各種保健事業を一体的に行う環境づくりをすすめることで、県
健康増進計画の総合的・効果的な推進を図る。

○地域保健関係職員研修会については、市町村と保健福祉事務所の管理栄養士が地域保健に関する課題や情報について学ぶことを
目的として実施している。
○健康づくり研究討論会は、市町村等保健関係職員が他の関係機関の健康づくりに関する取組を知る貴重な場となっている。

成果目標の達成状況

項目

地域保健関係職員研
修の開催

健康づくり研究討論会
の開催

事業番号 05 05 08 事業改善シート （25年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 地域保健関係職員研修事業 担
当
課

部局

1 保健活動の推進 実施期間 H14 ～

県が関与
する理由

63回/年 74回 達成

達成１回/年
１回/年
演題９題
以上

1回/年
演題22題

○地域保健関係職員研修会の開催　63回/年
○健康づくり研究討論会の開催　１回/年　発表演題９題以上

Ｈ25 H26
目標

H24末
（実績） 目標 成果 達成状況

63回/年

１回/年
演題９題
以上

114 137

国立保健医療科学院研修等 429 96 428

合計 1,489 762


